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子宮内膜症は子宮内膜に類似した組織が子宮以外の部位に発生する疾患である。組織学的

には子宮内膜様上皮、間質、それを取り巻く線維化組織からなる。内膜症組織は増殖、浸潤

し、周囲臓器と癒着を形成し、月経困難症、不妊症の原因となる。生殖年齢層の 10%、不妊

症患者の 50%と罹患率の高い疾患にも関わらず、子宮内膜症の発生についてはこれまで子宮

内膜移植説、体腔上皮化生説などの仮説が提唱されるも、その発生については解明されてい

ない。また、子宮内膜症間質細胞を用いた検討は多数報告されているが、子宮内膜症上皮細

胞の分離培養は非常に困難であり、その報告はない。 

そこで、子宮内膜症上皮細胞由来の初代培養を試みた。子宮内膜症性卵巣嚢胞より内腔を

scrape し、子宮内膜症上皮細胞の分離を行った。我々の方法によると、子宮内膜症上皮細胞

は非常に purity が高く、cytokeratin 陽性、PAX8 陽性、ARID1A 陽性、CD10 陰性であった。

しかしながら、これらの細胞は、２継代までしか生存できず、様々な基礎研究に用いるため

には不死化遺伝子の誘導が必要であると考えた。そこで、CDK4, CyclinD1, hTERT の各遺伝子

をレンチウィルスで導入した。これらの不死化細胞はいずれも CDK4,CyclinD1, hTERT を

mRNA、タンパクレベルで強発現していることを確認した。これらの不死化細胞を６ライン

樹立し、いずれも 100 日以上の継代培養が可能であった。また、これらの不死化細胞は全例

cytokeratin 陽性、CD10陰性、６ライン中４ラインで PAX8 陽性であった。 

そこで、子宮内膜症上皮細胞７検体、子宮内膜症間質細胞５検体、子宮内膜上皮細胞４検

体、卵巣表層上皮細胞１検体、不死化した子宮内膜症上皮細胞６ラインより、totalRNA を回

収し、RNAシーケンスに供した。子宮内膜症と子宮内膜の間質細胞で transcriptome では、ク

ラスター解析にて明らかな差は見られないが、DNAメチレーション解析にて明らかに異なる

クラスターに属するとの報告もあり、これらの細胞より DNA も抽出し、DNA メチレーショ

ン解析を行っている。 

さらなる検討により、子宮内膜症上皮細胞の性質を明らかにし、ジェネティック、エピジ

ェネティックな子宮内膜症研究の基盤の構築を目指している。 

 

 


